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枇
命
日
集
圏
に
闘
す
る
マ
イ
ャ
ー

の
見
解

大

橋

志

隆

統
計
皐
史
の
示
す
と
と
る
に
上
れ
ば
、

。

〈

】

F
H
P
苛
は
枇
曾

統
計
皐
波
の
代
表
者
、
或
は
そ
の
一
人
で
あ
も
彼
に
よ
れ

ぽ
、
統
計
事
は
、
そ
の
湖
自
の
針
象
と
し
て
一
刷
合
集
閣

(
E
S】向

F
z
m
)
を
も
ち
、
そ
の
調
自
の
方
法
と
し
て
集
岡
制
察
法

(Fー

目
白
官
。
c
R
r
吉
田
開
)
を
も
っ
。

右
の
意
味
で
の
統
計
撃
は
一
個
郷

立
の
科
皐
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
は
自
然
科
撃
の
領
域
医
で
は

な
〈
、
枇
脅
科
山
場
事
の
領
域
に
届
L
、
モ
己
忙
於
て
も
、
特
殊
枇

す舎
、~) 科

と 皐
主の
張飼
さ域
れに
でで
ゐ は

る友

然え
ら
~ 

右
グ〉

如
〈

統

畢
σ〉
串

一
般
枇
舎
科
事
の
領
域
に
扇

間
的
性
質
主
文
へ
る
一
方
の
礎
石
・
枇
曾
集
園
と
は
如
何
友
る

も
の
で
あ
ら
う
か
。
マ
イ
ヤ
ー
の
見
解
は
以
下
の
如
〈
で
あ
る

と
考
へ
る
。世

曾
集
圏
に
闘
す
る
マ
イ
ャ
ー
の
見
僻

波
は
科
事
一
般
に
つ
き
規
定
を
胤
(
へ
る
。
凡
そ
利
皐
の
目
的

N ，>-

E f長
亘る
のと

こ

2 ろ
~， t主
司、

'!l ι 

をゑ
静;;z:
日'" I主
T 人

足切
在 1

官
二九jσコ

ミ欣
'""態
じ戸
一一ー 司~1'E」小L

自過

然
に
針
同
賀
さ
れ
る
針
般
の
根
本
性
絡
を
何
に
求
め
る
か
に
よ
っ

で
、
現
賓
世
界
に
閲
ず
る
見
解
の
性
格
が
館
市
す
る
も
の
で
あ

る
。
伎
は
自
然
の
封
似
の
根
本
性
格
主
人
間
枇
島
に
求
め
る
肘

従
っ
て
、
そ
れ
を
単
に
、
人
間
・
特
川
・
女
化
・
歴
史
に
求
め
る

見
解
に
賛
同
し
な
い
ο
そ
の
根
協
と
す
る
所
は
次
の
如
〈
で
あ

る
。
人
間
は
、
何
よ
り
も
先
づ
え
自
然
の
一
産
物
で
あ
る
。
人

間
は
自
己
自
然
と
精
紳
と
に
抽
象
さ
れ
前
者
ば
自
然
科
墜
の
針

象
K
、
後
者
は
精
榊
科
壌
の
針
品
棋
に
な
る
。
か
i
h

る
人
聞
は
自

然
界
に
剖
世
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
な
い
山
。
精
榊
は
、
人
間
の

自
己
自
然
の
う
ち
に
そ
の
殻
展
能
力
主
秘
め
て
ゐ
る
。
だ
が
、

そ
の
設
展
白
棋
を
第
四
せ
し
め
る
も
の
は
人
間
枇
舎
で
あ
ト
可

精
紳
を
文
化
と
世
き
か
へ
て
も
、
賓
質
的
に
意
義
あ
る
媛
更
を

加
へ
得
た
も
の
で
は
な
い
。
歴
史
も
自
然
界
に
針
位
さ
れ
る
も

の
で
は
た
い
。
自
然
史
に
封
し
て
人
間
枇
曾
の
歴
史
の
特
殊
性

第
五
十
一
審

四
九
九

錆
四
競

O 
七
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古§

蓄す

世
苫

れ桂
ぅ曹
る最

固
だに
付臨
です
あ与
る γ

。7) -1 
守，

歪 1
CT> 

る 見
に月半

白
然
)-

そ
σて〉
霊す

師
惜
の
機
械
的
切
断
の
試
み
に
彼
は
賛
同
し
た
い
。
彼
は
、
刑
者

が
相
五
に
同
町
一
〈
影
響
し
合
ふ
と
と
主
主
張
す
る
。

以
上
の
如
〈
客
相
世
界
の
同
別
及
び
関
係
を
捉
へ
る
限
り
、

そ
れ
が
知
識
た
る
科
事
も
、
向
然
科
皐
と
一
肌
脅
料
開
申
止
に
分
か

た
れ
、
そ
の
相
互
関
係
は
斡
接
在
る
も
の
と
し
て
捉
へ
ら
れ
る

と
と
は
必
然
で
あ
る
。
例
へ
ば
彼
は
云
ふ
、
精
密
な
向
然
研
究

の
致
建
す
る
に
及
ん
で
.
数
・
量
に
よ
る
組
織
あ
る
集
岡
純
察

に
基
づ
〈
、
精
附
樹
注
枇
脅
研
究
が
鵡
h

り
得
た
の
だ
と
。

波
に
於
て
枇
合
が
同
然
に
針
置
さ
れ
で
捉
へ
ら
れ
る
と
と
は

以
土
の
如
〈
で
あ
る
ロ
更
に
そ
の
杭
合
が
如
何
な
る
某
準
に
よ

っ
て
席
分
さ
れ
、
如
何
に
闘
係
付
け
ら
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
枇

舎
に
闘
す
る
見
解
の
性
格
が
上
り
具
開
的
に
篠
山
す
る
。
例
へ

ば
波
は
一
一
ム
ム
。
岡
家
と
枇
合

E
封
世
す
る
見
解
は
競
り
で
あ

る
。
荒
し
、
刑
舎
と
は
一
般
的
・
包
持
的
概
念
で
あ
り
、
一
枇
舎

闘
係
の
一
切
の
種
類
を
青
む
。
同
〈
哉
と
は
強
阿
に
組
織
付
け
ら

れ
た
人
聞
の
刑
合
関
係
の
構
成
憾
の
一
稀
で
あ
る
。
園
{
哉
と
枇

第
五
十
二
替

停
四
按

四
九

Q

}
O
凡

品
開
を
掛
歯
す
る
見
解
は
、
枇
舎
の
閣
宇
悶
(
口
o
u
E
U
n
v
A
Z
o
F
a
)
を

迷
路
へ
引
き
込
む
主
要
注
機
叫
酬
を
な
す
見
解
で
あ
る
J

と。

で
は
彼
自
身
は
枇
A
W
を
如
何
比
捉
へ
る
で
あ
ら
う
か
。
彼
は

一
エ
ム
、
粧
品
開
科
皐
的
研
究
の
割
象
で
あ
る
「
刷
合
的
な
も
の
」

2
0
v
z
u
n
v
ち
-zrE)
は
種
々
あ
る
が
結
局
、

特
徴
的
危
三
穏
の

事
資
系
列

2
5
C
E
Z
E
〈

OE-FZ岳
2
5『
ロ
)
に
腕
す
。
一
枇
舎

E 集
杭、百 聞
合、苦言
ぷコ九 回 ぎ

て4、E 己
羽1凶)。

物、の 出
と 三三 P 
は干呈 4

'-"市t
人~ • ftf 

f!ll 興
nH: 色
合 E
生二
祈 E
σ〉宮

高差
E 設
!J， ~ 

そ E
れ島

は
概
念
的
左
も
の
と
物
的
な
も
の
と
に
分
れ
る
。
概
念
的
分
泌

物
は
、
法
律
・
道
徳
・
宗
教
二
日
証
同
等
で
あ
り
、
法
律
串
・
倫
理
事

宗
教
皐
・
百
訪
問
申
・
美
闇
申
・
背
壊
・
等
、
特
殊
枇
舎
利
閣
宇
の
針
象
を

在
す
。
物
的
分
泌
物
は
、
各
種
経
桝
周
が
そ
の
主
州
立
な
も
の
で

あ
り
、
諸
岡
氏
の
経
済
的
妥
展
が
成
汎
に
創
出
し
た
所
の
も
の

で
あ
る
。
と
れ
は
、
先
行
の
経
済
過
程
か
ら
澗
立
し
て
、
そ
れ

もい自
の。1~ j)慌1
でと、

あれ集
るーは閤
空集の
)圃慌

た質
る E
倒~ ，i¥" 
I商ぴ
にる
於に
て王ー
はつ
統て
計ゐ
事る
のも
針の
象が
を 頗
なる
す多
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枇
合
闘
と
は
、
人
間
集
圏
の
編
成
の
外
化
し
た
も
の

(EdF

E
q
E
問。
E
a司
宮
内

E
Z
B
E
E
Z
)
或
は
叉
、
人
制
の
枇
合
関
係

か
ら
生
じ
た
新
成
物
(FEE--E唱
ロ
)
を
云
ふ
ロ
刷
合
闘
は
社
合

闘
係
の
種
類
と
度
合
に
よ
っ
て
具
る
。
今
、
要
素
聞
の
結
合
の

強
弱
度
合
を
恭
滑
に
し
て
、
枇
合
図
を
分
か
て
ば
、
制
合
居

(
E
E宮
町
長

E
E
)枇
合
群
(
E
N
E
0
2呂弔一
O
)

粧
台
構
成
間
官
民
間
]
。

のの

EEO)
と
在
る
。

祉
合
居
と
は
、
モ
の
成
員
間
陀
一
位
合
開
係
の
同
種
位
が
事
責

上
存
在
し
て
ゐ
る
に
止
ま
り
、
未
だ
成
員
聞
に
組
織
を
も
た
血

枇
曾
圏
を
云
ム
。
例
へ
ば
、
峨
業
を
同
じ
ぐ
す
る
者
、
職
業
上

の
地
位
を
悶
じ
〈
す
る
者
、
或
は
又
、
貧
民
居
等
々
。

融
合
群
と
は
、
成
員
聞
に
枇
合
開
係
の
同
種
牲
が
事
実
上
存

在
す
る
に
止
ま
ら
守
、
そ
の
聞
に
組
織
的
結
合
の
蔚
芽
の
存
在

す
る
枇
品
目
閤
E
云
ム
。
例
へ
は
私
的
組
合
の
如
き
が
と
れ
で
あ

る
枇
合
株
成
問
と
は
形
式
的
に
組
織
付
け
ら
れ
た
枇
合
的
結
合

の
強
同
友
組
織
慌
を
云
ム
。
例
へ
ぽ
教
圏
、
地
方
圏
酬
師
、
圏
一
家

等
々
。
但
し
、
枇
合
構
成
慨
を
民
義
に
解
し
、
組
織
を
色
つ
枇

品
川
骨
高
閣
に
闘
す
る
Y

対

J
I
叩
見
憎

合
間
と
ナ
る
揚
合
は
枇
構
成
酬
聞
に
枇
曾
群
を
も
合
め
L

判。

以
上
の
如
ぐ
、
枇
合
的
結
合
の
度
合
に
よ
る
枇
曾
閤
の
院
分

陀
剖
隠
し
て
、
科
事
の
側
に
於
て
も
、
一
舵
合
同
E
E針
象
と
し
て

社
合
政
策
乳
、
廊
義
枇
合
構
成
悼
を
剖
象
と
し
て
狭
義
枇
曾
動

が
成
立
す
る
。
以
上
が
統
計
墜
と
共
に
一
般
枇
合
科
撃
を
構
成

す
る
。
他
方
枇
曾
閥
係
の
種
類
を
裁
準
に
し
、
或
は
個
々
の
枇

合
圏
在
劉
象
と
し
て
成
立
す
る
諸
料
開
学
は
、
枇
品
開
分
泌
物
の
諸

科
撃
と
共
に
特
殊
枇
合
科
撃
を
構
成
す
る
。
右
の
如
雪
枇
曾
閤

と
匝
別
さ
れ
て
存
布
す
る
所
の

一
般
枇
舎
科
撃
た
る
統
計
皐

の
劉
象
と
な
る
所
の
・
杭
合
集
閣
と
は
如
何
た
る
も
の
で
あ
ら

ろ
か
。

四

結
論
を
先
に
ず
れ
ぽ
次
の
如
〈
で
あ
る
。
枇
品
目
集
闘
は
マ
イ

ヤ
ー
に
於
て
は
二
つ
の
意
味
に
同
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
削
ち
、

方
に
於
い
て
、
枇
脅
閥
係
又
は
刷
合
闘
と
統
一
さ
れ
て
ゐ
る
ま

i
A

の
・
枇
舎
性
の
濃
厚
な
・
主
に
枇
合
的
な
・
現
寅
的
具
剛
腕
的
批

合
集
閣
を
意
味
し
、
他
方
に
於
い
て
、
粧
品
世
聞
係
又
は
壮
曾
闘

を
背
後
に
前
提
リ
議
恕

L
て
は
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
た
い
h

皐
に
前

勢
一
品
十
一
巻

四
du. 

樟
回
観

O 
品
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枇
官
集
固
に
闘
す
る
マ
イ
ヤ
l

D
見
解

提
リ
暗
闇
想
た
る
に
止
ま
る
所
の
・
そ
れ
白
鴎
と
し
て
は
枇
合
性

の
全
〈
稀
薄
な
・
儲
か
に
前
提
H

課
想
の
側
か
ら
枇
合
性
を
受

取
っ
て
ゐ
る
と
云
ふ
に
過
ぎ
ぬ
所
の
・
概
念
的
抽
象
的
枇
合
集

(註
=ζ

闘
を
意
味
す
る
。
彼
に
於
て
は
、
批
A
H
閥
係
は
枇
舎
闘
の
側
に

u 殆
曾 ε
集吸
闘ヰ宜
にし
於議i
ν、 さ

てれ

は J与
何庭
等に
の於
積い
桜て
白々] 干古
友極
4空白勺
割程
を 1~
果 骨l
さ(を
ぜユ首~
，-し

ilH: 

A
W
H

集
圏
そ
れ
自
刊
に
は
、
川
聞
か
に
時
・
揚
所
・
事
物
と
云
ふ
一
二
つ

の
抽
象
的
規
定
が
残
留
せ
し
め
ら
れ
る
に
止
ま
る
。
と
の
観
念

的
抽
象
的
批
曾
集
園
主
現
質
的
具
般
的
枇
合
集
閣
か
ら
瓜
別
し

て
、
マ
イ
ヤ

1
は
と
れ
を
第
一
次
枇
曾
集
聞
と
名
づ
け
る
。
統

計
皐
は
、
第
一
段
と
し
て
こ
の
第
一
弐
一
粧
品
開
集
閣
の
悉
皆
槻
察

研
究
に
主
舗
を
置
き
、
第
二
段
と
し
て
観
察
結
果
の
趨
笠
な
分

類
に
上
り
第
二
弐
枇
合
問
認
識
の
矯
の
利
息
的
材
料
の
獲
得
を

mw 

期
す
。
以
上
が
マ
イ
ヤ

l
の
見
解
で
あ
る
と
考
へ
る
。

第
一
次
枇
曾
集
闘
の
枇
合
性
・
自
然
性
・
種
類
に
つ
昔
、
更
に

:Jr. 
、ち

耐入
曾つ
性て
。み

枇れ
合ば
閥次
係の
の如
特〈
殊まで
性正あ

をる
拾。

象
L 

後
』亡

残
干司
し

た
抽
象
的
人
間
枇
舎
に
つ
昔
、
尚
ほ
且
つ
刑
合
性
を
云
々
し
得

第
五
十
一
巻

第
四
蹴

0. 

1m 
プL

7

ィ
ャ
ー
の
自
問
せ
る
が
如

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
祉
合
性
は
、

〈
州
各
種
動
物
の
類
属
枇
舎
、
植
物
の
類
属
群
茂
、
更
に
鏑
物

結
品
併
に
迄
、
稀
薄
化

ι得
る
が
如

f
で
あ
る
。
'
し
か
し
、
彼

然は
iltI: 
合人
か主H
ら 5JH
質合
的を
に歴
阪史
>>1]的
す護
る呈展
。さCT)

可
肯E
性
σ〉
存
在
に
よ
り
糾l
白

=
、
自
然
性
。
人
類
集
圏
そ
れ
白
慨
は
自
然
物
の
集
圏
で
あ

る
。
従
っ
て
そ
の
自
然
的
諸
性
質
を
統
計
曲
学
は
取
扱
ふ
。
但
し

そ
れ
が
刺
合
的
友
問
題
牲
を
持
つ
限
り
に
於
て
で
あ
z
旬
。
自
然

的
諸
性
質
は
元
来
自
然
諸
科
皐
の
針
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
自

然
的
諸
性
質
が
枇
品
目
的
な
問
題
性
を
持
た
む
等
と
云
ひ
得
な

伺

い
。
己

L
K
統
計
間
竿
は
自
然
諸
利
息
子
E
C

密
接
に
関
係
す
る
。
か

〈
云
ム
時
、
彼
は
特
に
生
物
接
的
意
味
で
の
人
同
集
固
(
人
類

集
闇
)
を
限
中
に
山
置
い
て
ゐ
る
が
如
〈
で
あ
る
。

一
品
、
種
類
。
分
類
恭
準
を
枇
合
同
剛
係
の
種
類
に
求
め
な
い
事
情

は
、
既
に
見
た
如
〈
、
の
の
邑

fEP--nrg
の
分
類
の
仕
方
に

腕
悶
す
る
。
即
ち
、
枇
合
同
係
は
副
命
H

闘
の
側
に
吸
収
し
指
さ

れ
、
第
一
夫
副
脅
集
園
そ
れ
閏
慨
に
は
、
時
-
揚
所
・
事
物
と
云

ム
三
つ
の
抽
象
的
規
定
が
残
期
間
せ
し
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ

Begriff， S. 18 ff. 畢問分類表参照 Allg. St. Archiv. Jg. 8. 1914・
Di~ St抗i::;tjkab Staat!>wis~en~chaft. S. 1. ff. 
Statistik， S. 3. 1JUへば mannigfach詰ozialisiertenMenschenmasseの如 L，
Stati~tik ， S. 4. ff. 20) Statistik， S. :2 U. 4- 21) Gesetzm:1'iz唱団it，S. 2. ff 
Begriff， S. 7 更にワけ加へれば、枇曾的な性質が必ず1M::骨的な問題性を持?

Mayr， (7) 

(8) 

'9) 
'2) 



た
。
と
の
第
一
次
枇
脅
集
団
中
、
最
も
賞
品
ぎ
を
た
ず
も
の
は
人

〔
註
じ
い

間
集
闘
で
あ
る
。
と
の
人
間
集
固
に
山
川
護
し
、
彼
は
枇
合
集
園

の
主
要
慮
痴
を
、
人
間
集
国
2
0
3
%
r
S
E
E
m
O
D
)
人
間
事
象
の
集

圏
(
冨
E
m
g
g
o
F
2
Eヨ
刊
の
ロ
さ
ロ
ヨ
E
百
E
5
2
国
自
己
E
唱
ロ
富
島

同

5
m
m
g
v
g
)事
象
結
果
の
集
閤
(
冒
g
m
o
z
p
z
E
O
U
2
F
3
2己
中

関

O
D
E
-
F
g宮
E
O
)
の
士
一
種
に
分
つ
。
更
に
時
、
ど
の
閥
係
に
於

種量い
に〈とて

分静
つ大

右吉
古ミ 迫

第 i
吠 i
胴上 E 
脅こユ
佐動

画 15
の空主

主zF 
要 員
積百
幸了! 唱
で E
あ 5
る ε
。次》

彼
に
於
て
第
一
安
枇
曾
集
団
閣
の
形
式
的
左
規
定
を
求
め
れ
ば

~けモt
a るの

E枇 如
邑曾〈
)的で

聖安あ
云素る
よ，.:fiの。

主主事 irit
寅脅
上集
の 園
業 と
百年は
欣、

態 所

"輿zの
岳時
晋と
号揚
〉 何年
目忙
号於

マ
イ
ヤ
ー
に
於
け
る
第
一
究
枇
合
集

固
の
特
色
は
、
そ
の
背
後
に
枇
曾
倒
が
前
提
H

預
畑
山
さ
れ
て
ゐ

る
己
と
で
あ
っ
て
、
或
時
は
枇
合
闘
が
温
か
後
方
に
退
雪
、
人

間
集
閣
は
草
な
る
生
物
集
固
で
あ
る
か
の
如
き
校
相
を
呈

L
、

或
時
は
又
、
利
A
円
閏
が
前
聞
に
歩
み
問
て
人
間
集
閣
の
枇
合
性

が
強
〈
出
現
す
る
。
己
の
揚
合
は
現
資
的
具
幽
間
的
枇
品
開
集
園
の

様
相
を
呈
す
る
誌
で
あ
る
。

粧
台
集
闘
に
闘
す
る
マ
イ
ヤ
ー
の
見
解

日

本

闘

2

松岡宇

Q
U

日

4

'

6
一取

は

3

C

9

1

h

1

 

砕

い

師

叫

町

大

川

同

地

t
1
1
フ

悶

ー

川

清

G

8

0

 

n
担一

山口

ez

r
田

町

哨
n
告

S
H
H
1
祉

-
h
E
品
幽

副

s
m集

も
問
題
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
枇
舎
統
計
事
抵
の
統
白
品
山
払

(

註

一

円

)

)

・

}

叫

M
寄

計
墜
に
於
て
特
に
重
要
な
地
位
と
意
義
と
を
も
つ
も
の
の
如
〈
担
扇
町
聞

d

o

 

叫
町
一
理

h

申
舗

あ
主

B
舎

で

i

m
祉

の

5
h
周

ぬ
S

ヲ
集
。

ら
L
一
山
、
著

匝

4

h
郎
諸

は
出
;
一
の

と
仇

H
間
保

五

以
上
で
枇
合
集
閣
に
闘
す
る
Y

イ
ヤ

1
の
見
解
を
一
腹
紹
介

し
得
た
と
考
へ
る
。
残
さ
れ
た
問
題
は
次
の
如
〈
で
あ
る
。

(
一
)
統
計
皐
が
刑
合
集
闘
を
問
題
と
せ
ざ
る
を
得
白
根
憐

(
二
)
枇
合
集
闘
の
種
類
の
詳
細
も
(
=
)
枇
曾
集
聞
に
針
ず
る
統

計
酬
明
と
し
て
の
諸
規
定
、
以
上
三
つ
に
つ
い
て
の
マ
イ
ヤ

1
の

見
解
、
(
四
)
枇
合
集
閣
が
彼
の
統
計
皐
忙
於
て
現
に
果
し
て
ゐ

る
役
割
、
以
上
の
四
つ
の
問
題
。

ぉ

枇
合
集
図
は
、
統
計
墜
に
於
て
の
み
友
ら
や
枇
合
間
宇
に
於
て

で
あ
る
。
に
も
か
誌
は
ら
十
自
分
に
と
っ
て
は
そ
の
諸
性
質
主

従
っ
て
叉
そ
の
諸
規
定
を
、
充
分
明
確
に
瑚
解
し
得
な
い
。
マ

イ
ヤ
ー
の
見
解
に
つ
い
て
も
或
は
曲
解
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い

h
と
の
危
倶
を
も
っ
て
ゐ
る
。
か
h

る
事
情
の
下
に
自
分
の
理

解
し
た
概
略
を
の
ぺ
て
御
毅
一
不
を
仰
ぎ
た
い
と
思
ふ
次
第
で
あ

る
2 

品

F
E
十
一
巻

巨四

九

第
四
競

23) 
25) 



世
舎
集
固
に
閥
ず
る
マ
イ
ヤ

1

0
見
解

戸
龍
一
)
凸
E
E
N
E
r己
m
-
s
r
m凶

N
Z
T
自
己
Z
H
y
m
-
N
棋
は
輔
帥

科
単
に
必
ず
し
も
反
封
ず
る
認
で
は
な
い
。
し
か
し
精
神
科
串
の

場
合
は
主
と
し
て
個
人
の
精
耐
に
闘
す
る
。
人
聞
の
集
圏
在
研
究

十
る
統
計
曜
に
と
っ
て
は
そ
の
阜
の
伸
質

1
、
社
舎
が
、
従
っ
て

社
曾
科
串
が
意
義
を
有
す
る
、
と
彼
は
一
耳
鼻
中
。

(
註
三
)
冨
E
u
g
I
N里
日
ロ
骨

Z
国
a
o
v
E
Eロ
向
。
ロ
を
簡
単
に
集
圏
、
と
し

て
世
〈
(
以
下
同
じ
)
。
枇
曾
闘
惇
の
側
面
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
杜

曹
関
係
E
劉
象
と
ナ
る
枇
官
科
串
円
割
象
影
な
す
。
(
町
内
問
コ
旦
切
・

3
品

世

間

)

(
註
一
ユ
)
と
の
場
合
に
於
い
て
、
前
提
H
謙
想
か
、
h
社
曾
集
闘
を
切
断

L

て
T
L
な
ら
目
、
祉
合
刊
は
全
部
央
は
れ
て
、
車
な
る
集
闘
に
轄

化
す
る
。
か
L

る
単
な
る
集
圃
を
問
題
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

自
然
科
畢
た
る
と
祉
曾
科
瞳
た
る
と
、
又
は
そ
の
弛
の
形
式
科
串

た
る
と
問
ふ
所
で
は
な
い
。

(
註
凹
)
出
品
2
F
M
F
F
P
印

E
Z
E
F
m
N
O吋
同
費
用
統
計
畢
由
、

特
に
祉
曾
統
計
串
由
一
嗣
別
に
常
ワ
て
は
、
前
提
の
祉
曾
性
が
輯
〈

前
面
に
浮
び
出
て
車
る
。

(
註
五
)
凡
て
の
臆
凪
時
代
に
共
認
す
る
枇
骨
閥
揮
で
は
な
〈
、
特
定
白

暦
良
時
代
に
特
珠
な
祉
曾
閥
俸
の
抽
象
を
意
味
し
て
る
が
如
〈
解

し
う
る
が
、
被
に
於
て
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
如
〈
で
あ

る。

(
註
六
)
口
E
R
N
E帥包
m
r
z・
ω
M
E円
(
註
三
参
照
)
マ
イ
ヤ
ー
は
一
耳
ふ
、

組
自
然
世
曾
に
腿
奥
的
琵
展
白
根
跡
あ
り
ル
」
す
れ
ば
、
刑
へ
ば
有

用
植
物
の
群
、
家
事
の
群
居
生
活
の
曲
〈
、
そ
れ
は
人
類
愛
展
白

割
象
化
で
あ
っ
て
動
植
物
そ
れ
自
身
の
費
量
史
で
は
な
い
。
動
植

物
そ
れ
自
般
の
廃
車
は
、
グ
ー
ウ
シ
的
意
時
の
有
掛
償
援
展
奥
の

そ
れ
で
あ
っ
て
、
輔
自
輯
過
艇
に
他
な
ら
由
も
の
で
あ
る
と
。

(
註
七
)
盟
主
主
子
、
∞
-
弘
同
事
初
簡
と
誌
で
去
っ
て
る
人
聞
は
生
物

型
的
意
味
で
白
人
間
で
あ
る
。
と
の
人
類
集
園
そ
れ
自
世
が
、
第

一
次
世
曾
集
園
で
あ
る
ー
と
云
つ
で
も
よ
い
の
で
あ
る
。

(
P
P
0・

m
Z
旬
、
前
提

H
強
想
た
る
世
官
幽
を
且
失
ふ
場
合
は
、
悉
皆

薮
へ
上
げ
の
範
閏
た
る
枢
白
問
題
は
、
個
別
的
事
物
の
同
種
性
白

第
五
十
一
審

第
四
競

四
九
回

• 

問
題
と
一
宇
山
、
伺
拘
そ
れ
自
植
の
内
に
悉
皆
数
~
場
げ
の
手
が
か

り
を
求
め
ん
と
す
る
所
白
、
軸
化
し
た
委
に
於
て
現
れ
る
。
(
註
三

品

世

間

)

(
註
入
)
(
回
E
F
E
r
担
古
田
・

8
吋
南
)
マ
イ
ャ
ー
は
、
人
日
統
計
諭

に
於
て
は
国

E
Z
E
Z
F
5
官
ョ
m
な
る
語
を
川
ひ
て
、
第
一

夜
枇
骨
集
閣
の
第
一
究
性
を
表
現

L
、
社
曾
統
計
諭
(
道
徳
、
歌

合
、
組
持
、
政
惜
の
斑
門
よ
り
成
る
)
に
世
て
は

N
P
P
M
E。
ロ

目
白
島
内

5
5旬
。
固
な
る
請
を
用
ひ
て
第
二
戎
性
を
表
現
せ
ん
と
し

て
ゐ
る
が
如
〈
で
あ
る
。
と
の
第
一

J

司
、
第
二
央
の
用
語
に
つ
い

て
は
脚
註
叩
・
却
の
前
説
個
所
本
文
参
照
。

(
融
九
)
由
E
E
-
F
日
出
悉
骨
吸
へ
上
げ
の
範
問
た
る
世
曾
闘
は
、

個
別
的
事
物
に
於
て
は
「
祉
曾
的
l

戸
嘩
素
と
一
古
山
名
に
於
い
て
再
現

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

L
か
L
此
虎
に
桐
別
的
存
花
樺
一
主
義
白

方
向
か
骨
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
見
の
が
し
得
ぬ
と
考
へ
る
。

(
註
一

O
)

司

自

NOY
口
E
E
Z
u
v
骨
司
虫
色
Z
F
令
官
凶

)MN
〉

cp

ωMF'
、】可V

ヨ
EzDBM官
♂

凹
E骨E凶旦骨宮zE陣

z即=芥FW肉
1

凶】。
2色-
=
】
戸
〉
]
=
-
曹

E
2ロH0
 

E
誌巴回

凶宮⑦
2zH広E同旨E同E"晶
肉
詰
伺
2丙己2
M伝Eω雪吋
↓
宮
。
ミ
司

==5-哩霜-00昔
『
己
胸
骨

EznMMOP
冨
Emm旦
E
夜

間

F
〉
百
E
F
3
国
内
山
晶
ω∞
)
最
後
円
論
文
に
つ
い
て
は
、
姥
川

教
授
、
統
計
田
中
研
究

I
、
一
一
五
一
旦
以
下
、
「
大
設
に
づ
い
て
」
l

フ
ラ
九
ケ
シ
バ
ー
の
批
判
を
巾
心
に
し
て
参
照
。

世
官
集
圏
の
持
つ
地
世
L
Z
意
義
t
p
一
に
つ
い
て
は
、
世
曾
串
に
於

け
る
場
合
主
統
計
単
に
於
げ
る
場
合
と
で
は
異
っ
て
ゐ
る
。
日
つ

又
、
同
ピ
〈
枇
曾
闘
争
1c
棺

L
統
計
畢
と
稗
す
る
も
、
そ
の
阜
の
串

問
的
性
質
の
貨
質
的
規
定
加
刊
に
よ
っ
て
、
世
曾
集
闘
が
各
佃
白

串
置
に
劃
し
て
持
つ
地
杭
と
意
義
と
は
巽
っ
て
串
る
。
こ
の
こ
と

は
一
再
ふ
ま
で
も
な
い
と
と
で
あ
る
。
し
か
し
明
か
な
こ
と
は
、
砂
/

〈
と
も
現
代
統
計
単
、
特
に
世
骨
髄
計
事
冊
酬
の
そ
れ
に
み
」
つ
て
は

-
枇
官
集
闘
が
問
題
で
あ
る
限
り
に
於
て
、
そ
の
数
量
的
認
識
把
握

が
問
題
止
さ
乱
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
敷
量
的
な
面
に
於
て
問

題
性
を
持
た
な
い
祉
曾
晶
画
ほ
、
社
骨
凪
唱
の
問
題
た
り
得
て
も
現

代
続
副
開
平
田
問
題
た
り
得
な
い
と
云
ふ
と
と
で
晶
る
。




